
今こそ、フレイル予防を！ 

 

新型コロナウイルス（以下コロナ）の感染拡大防止のために、多くの方が自宅での生活を長期間強い

られました。新しい日常を送ろうといざ体を動かしてみて、思った以上に体が動かないことを実感され

た方も多いのではないでしょうか？  

徳島県は、令和元年度から「フレイル予防作戦」を展開しています。フレイルとは、加齢に伴い、筋

力、認知機能、社会とのつながりなどの心身の活力が低下し、入院や要介護の状態が高まる状態を言い

ます。フレイルは要介護状態に至る前段階と位置づけられ、75 歳以上の多くの方が、このフレイルの

段階を経て、要介護状態に陥ると言われています。 

徳島県のホームページ（以下 HP）から抜粋した「フレイルチェック」を示します。チェック 1 は、

指輪っかテストといい、ふくらはぎの太さをチェックするものです。輪っかに隙間ができている方は、

転倒や骨折のリスクが高まります。チェック 2 では、11 の質問に「はい」・「いいえ」で回答するチェ

ックシートです。今後コロナ第二波が来ると予想されています。下記で自己評価をしていただき、心も

体も第二波に備えていきましょう！ 

※今回の記事は、徳島県 HP を引用させていただきました。        （院長 笠松 哲司） 
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 早くも 1 年の半分が終わりました。春先から続いた自粛期間中は、生活サイクルが単調だったために、

いつも以上に時間の流れを速く感じたように思います。 

 3 月に徳島新聞で【赤ひげ功労賞】について掲載されたおかげで、4 月から何かとメディアに取り上

げていただく機会が増えました。5 月 1 日には NHK 徳島放送局【とく６徳島】の“とく６トーク”コ

ーナー、6 月 5 日には FM 徳島の【ブリランテ～四国の輝く人たち～】でそれぞれインタビューの模

様を放送していただきました。 

 実は、今回の新型コロナウイルス感染症の影響で、対面でのインタビューや訪問診療の同行取材がで

きませんでした。せっかくテレビで【動ける医療的ケア児】さんの実際の生活の様子や、介護の大変さ

をお伝えするチャンスだったのですが、訪問診療風景の写真提供だけになってしまい、動く映像を見て

もらうことができませんでした。また、FM ラジオでも短時間に言葉だけで伝えることの難しさを実感

しました。しかしながら、NHK のキャスターさんも FM 徳島のパーソナリティさんも、全く初めて小

児在宅医療について知ったという方々でしたが、一生懸命に感じて伝えて下さいました。「NHK で見た

よ。」と、感想をお伝えくださる方もちらほらいて、こんな感じで少しずつでも徳島で暮らす【医療的

ケア児】さんへの関心が高まるといいなあと思っています。 

 先日も、ある医療系サイトの電話取材を受けましたが、規制のため 

意外と近所にお住まいだったライターさんとお会いしてお話しするこ 

とさえできませんでした。1 時間以上お話しして、最後に「全く知ら 

ないことばかりだったけれど、先生とお話しして何だか心があったか 

くなりました。」と仰ってくれたのが印象的でした。 

 私は、患者さんと実際にお会いして、治療だけではなく、触れて会 

話して、全てが込みで在宅医療だと思っています。【with コロナ】の 

新生活様式で今までとはいろんなことが変わっていきますが、人との 

繋がりは大切にしていきたいと思っています。（小児科 笠松 由華）  

※これらの放送の模様は、以下の HP よりご視聴可能です。 

・【とく６徳島】とく６セレクション https://www4.nhk.or.jp/P2799/194/ （5/1 放送分） 

・【ブリランテ！～四国の輝く人たち～】 http://brillante-fm.jugem.jp/ （6/5 放送分） 

 

 

みなさん、こんにちは。6 月から務めさせていただいています、看護師の高橋 憲恵（たかはし かずえ）です。

看護師になり３０数年、最初の配属先が小児病棟で、その後 NICU・小児科外来・産婦人科外来・・・と子どもさ

んと関わることが多く、私自身の子育てのために 10 年程専業主婦を経験した後、小児訪問看護と重心児や医療的

ケア児のデイサービスで 15 年勤めました。日々の仕事の中、ふとした時に気付く子どもたちの小さな成長と、そ

れを一緒に喜べるお母さん方との関わりが大好きで今日まで続けています。重い障害をもって生まれ、数週間在宅

生活を経験した時に、『初めて兄弟一緒に写真が撮れた！』と喜んでくれたお母さんの言葉は印象的でした。 

新しいことを覚えるのは難しい年頃ですが、先生方にご指導いただきながら頑張っていこうと思います。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 
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